
タブレットを活用した現地調査の取組みについて紹介します。

水土里ネットみやぎ

内容： 本県では平成２６年度より「水土里情報システム」を活用し、土地改良区

などで管理している農業水利施設情報の整備を進めている。今後は、そ

のデータを活用し、適切な維持管理及び効率的な機能保全対策の実施

に向けて、タブレット（水土里egg）の有効活用を図り、施設の更新履歴、

機能診断による安全性評価など、長寿命化対策に活用していけるよう

取組みたい。

経緯： ①本県の農業水利施設は、既に標準耐用年数を超過している施設も多く、

施設管理に苦慮している状況であり、現地調査にあたっても資料の作成

や準備に多大な労力や時間を費やし、データの管理も煩雑化していた。

また、現地における施設位置の把握にも苦慮している状況にある。

②調査の効率化・省力化を図るため、現地調査用タブレット(水土里egg）

を活用するもの。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第１１７号

（１／２）

今回紹介する団体：

データの取り込み・反映

タブレット（水土里ｅｇｇ）の画面

水土里情報システムの画面

農業用用排水路での活用例



（２／２）

関係機関との情報共有を図り、農業水利施設の機能保全対策実施のため、水
土里情報システムやタブレットの活用を県内に広く推進する。

今後の活用予定

期待される効果

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（愛宕、沖） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

宮城県土地改良事業団体連合会 技術部 水土里情報センター 022-263-5810 （直通）

・紙図面やカメラ等は持ち出すことなく、水土里情報（農業水利施設データ等）を
取り込むことで、タブレットのみで現地確認が可能となる。

・地図情報を備えたデータベースとして、水土里情報システムでの一元的なデー
タ管理が可能となり、施設全体について機能診断結果である健全度評価等が視
覚的に容易に把握することが可能となる。

ＧＩＳアプリ：ＧＩＳＡｐ Ｗｅｂ Ｖｅｒ4.4.0.2 ＡｒｃＧＩＳ Ｖｅｒ10.5 

タブレットアプリ：水土里ｅｇｇ Ｖｅｒ2.0.4.12

ＧＩＳシステムのバージョン情報

施設の診断結果と状況写真

タブレット（水土里ｅｇｇ）の画面
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